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「蛸型」気圧配置及びその天気の特性についての考察＊

大 塚 竜 蔵＊＊

　1．　まえがき

　毎日，予報作業に従事していると，予報の非常にむず

かしい期間，つまり予報の出しにくい期間にぶっつかる

ことは現揚の予報官なら誰でも経験することである．そ

れには二通りあって　（1）天気変化が早いために予報が

実際の天気にfollowしないでズレ，結果的にはずして

しまう揚合と　（2）持続的悪天時に晴天区域ゐ出現によ

って実際の天気より予報をよく出しがちの揚合である．

筆者は上述の予報の難かしいケースをいくつか検討し，

こ・に「蛸型」気圧配置を紹介し大方の批判をお願ひす

る．

2．　「蛸型」気圧配置について

　まず，第1図にそのモデルを示してある．蛸の上体は

cold　vortex，鉢まきはcold　vortexをとりまく強風

帯，下肢は地上の低気圧又は前線上を東進する数個の波

動性位気圧に対応するshort　waveのtroughの存在

又はその移動の経過を示』し，下肢の左側のあるものは

10ng　wave，又はmean　troughの位置を暗示する．
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下肢のの八本足は必ずしも　trough一の数を意味するも

のではなく，その動きの経過を示している．この揚合，

troughの軸の走向の変化を重視しているのである．好

天持続時の地上の気圧配置の一つに「鯨の尾」型がある

が，予報のむずかしい時期によく現出する地上と高層の

状態の構成を示しているこの型を筆者は「蛸」型気圧配

置と名付けたものであるが，モデルそのものは高層のパ

ターンにがんちよに認められる．以下この蛸型気圧配置

を実例について述べる．
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3・　変化の早い悪天期間と蛸型気圧配置について

1960年10月31日～11月7日の期間について述べる．

東京についてみると31日から5日にかけて天気は完全

に目まぐるしく変化しており，大ざっぱに見ても1日お
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「蛸型」気圧配置及びその天気の特についての考察

きに雨が降っており，6日に弱い吹き出しがあって天気

は安定した．この間の地上天気図上の気圧系の動きを第

2図に示してある．この図からわかることは，

　（1）満州方面の110wが4日までは殆んど同じ地域

に存在し，この地域にmean　troughの存在を示して

いる．5日にはこの10wは消減して，その場所にhigh

が出現している．

　（2）　日本海方面の10wは北々東に進んで，樺太の

北に達し，発達して7日には東進を開始している．

　（3）　4日には四国沖に10wが発生して北東進して

発達し，樺太北の10wの東進，黄海方面のhighの進出

によって，その後の好天をもたらした気圧配置を形成し

ている．その前の2日には東海道沖に10wがあって北

　東進したが，このlowの通過後，3日の文化の日

はsingularity通り，東京では好天にめぐまれたが，

その後，4日の10wが北東進して変化の早い悪天期間

は終了した．第3図からわかるように満州方面のcold

vortexはほとんど同一位置に南って勢力を維持してい

たのである．これが4日の四国沖の10wの発生の後，

この10wの発達に大きく作用している．かくて5日は

再ぴ雨となっている．第4図に3日9時の500mb天気

図を示してあるが，この図と第3図から次のことが注目

される．

　（1）　日本海10wの1日から7日までの動きは第4

図に示す満州方面のcold　vortexをとりまく強風帯

（polar　jetと称すべきか）に指向されている．

　（2）　coldvortexが殆んど全く同一位置に存在し

ているか，又は動ぎの非常におそくなった期間が31日か

ら5日の間にある．

　（3）　cold　vortexの停帯と・もにオホーック海方

面から北西にのぴるridgeの強化が目立っている．

　（4）troughの進行にともなってその軸の傾きの経

過がcold　vortexを中心として放射状をなしている．

第3図の500mb面におけるtroughの動きについて

注意すべきはcold　vortexの停滞期間中に先行した

trough（実線）の軸の傾斜の；変化に注意する必要があ

る．このようなtroughの軸の傾斜は天気のグヅツキ

期間によく認められることである．次いで大陸方面から

進行して来たtrough（二重線）がcold　vortexの位

置で，再び深まり，この深まった　trough全体が通常

認められる北東から南西への軸の傾斜を維持しながら移

動を開始すると㌧もにcold　vortexも移動し始め，寒

気の吹き出しとなってパターンは安定した好天型に移行
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しているのである．次に第4図で注意すべきは満州の

cold　vortexから南東にのびるtroughがあたかも

10ng　waveのtroughのような状態を示しているが，

これはshort　waveと合致して深まり，short　waveの

troughの進行によって軸が傾斜したものでshort

waveと分離後は，大陸方面に浅くなりながらも残存し

ている10ngwaveのtrough（meanのtroughと
もいうべきから）の位置に再ぴ戻り，その奥地の大陸方
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「蛸型」気圧配置及ぴその天気の特性についての考察

面から東進して来た次の　troughと合体して再ぴ深ま

っているのである．その後の経過は第3図（二重線で示

したtrough）の動きをしている．

　第5図に同期間の一連のZ500を示してあるが，バイ

カル湖東方のi　long　wave　troughはゆっくり東進し，

樺太西方の1idgeの強化と㌧もに1250E付近にmean

troughの場を形成しており，南側のshort　waveと

重なると採まり，short　waveの東進にともなって，

trough全体の軸が北西から南東にかたむき，ある程

度，short　wave（地上の10wに対応する）が東進す

ると分離して，再ぴもとの位置に戻って浅まっている．

次のil　short　waveのtroughとの相畳作用で再び深ま

り，オホDク海方面のridgeの東進開始と㌧もに，

軸は北東かか南西の傾を示して本邦を通過，次の好天期

間に入っている．この期間のパタ’一ンは第6図の蛸型気

圧モデルBに相当している．

45

の悪天ベースが類似の機構で生じているように考えられ

ると述べている．この図は筆者の蛸型モデルCの類似形

である．又，モデルCの変形の一つとして関東地方の北

東気流による持続的悪天をあげることができる．1959年

5月下旬は雷雨の多発をみた予報のむずかしかい天気の

グヅツキ期間であった．参考までに，東京における5時

30分発表の早期予報の予報成績を好天の多かった1958年

の同期間のものと比較してみると次のようになる．

i今日

1958年

1959年

92．5

84．1

今晩1明司平均

80．5

71・7

85．8

61．6

86．3

72．5

4．　持続的悪天期間と蛸型気圧配置について

　第7図は高橋（浩）博士が「気象の事典」に紹介して

いる梅雨時の高層パターンであるが，第6図の蛸型モデ

ルAと類似形であり，梅雨時に卓越する天気の2日周期

は蛸の下肢に相当する動きを示すshort　waveの頻発

による波動低気圧の発生進行に帰着される．このshort

waveの活動に南方の強風帯（subtropical　jetと称す

べきか）が大きな作用因子となる㌧又，梅雨末期の豪雨

や，梅雨明けの予報に南方循環の動静と・もに重要な要

素である北方循環における寒気の強弱推移を示す　cold

vortexもこの型の解明に帰着される．

　第8図は須田建博士が昭和29年10月及ぴ昭和30年3月

の持続的悪天について綿密な検討を行った結果，両者に

共通な特性を綜合した模型図として示したもので，多く

（5月21日一31日の平均）
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この期間も蛸型モデルに類似したパタ’一ンの経過を示

している．

5．　蛸型気圧配置の変形

　1961年11月21日～26日の例について述べる．このとき

は一連の悪天期間は26日から27日にかけて本年の冬の先

がけである全国的な季節風の吹き出しによって解消した

のであるが，この悪天期間の300mbの強風帯の位置，

500mbのCold　vortexの移動，Z500に見られるridge

とtroughのもよう，地上のhigh，10wの動き及び

前線の位置をcomPosit　maP式に示したものが第g図

である．前述の型を「静止型蛸型気圧配置」とすれば，

この例は「運動型蛸型気圧配置」とも云うべきである．

Z500に見られる10ng　lwaveのtroughは，はるか
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第8図　持続的悪天時のモデル図（須田建氏）

1961年2月

第9図1960年11月21日～26日のパターソ移の推
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44 「蛸型」気圧配置及ぴその天気の特についての考察

大陸の奥深く存在しかつ停滞しており，オホーック海か

らカムチャッカ方面に形成されたridgeは強まりなが

らゆっくり東進している．大陸方面の強風帯は黄海方面

で分岐して本邦を二段に横断しており，この状態はよく

認められるものである．この北方，シベリヤ地域をタイ

ミル方面からの寒気流で育成されたcold　vortexが次

々と高緯度地方を東進，オホーック海方面のridgeに進

行速度を弱められ，二回目のcold　vortexの東進とこ

れにともなう10ng　wave　trough（大陸奥地に存在し

ていたもの）の移動と，そのshort　wave　troughの相

畳作用による強化，移動によって場の変換を起してい

る．

6．　蛸型気圧配置と予報について

　蛸の上体，下肢の状態，頭部の鉢巻の状態及ぴその位

置，蛸の出現する場所など，い・かえるとCold　vortex，

Long　waveのTrough及ぴRidge，Short　waveの

Trough及ぴRidge，Jetの動静などこれらの組み合せ

によるパターンの出現緯度がベース予報に重要となる．

しかしベース予報となると中々むずかしく，ブロッキン

グ現象の予報など中々できないし，又，すべての悪天持

続をブロッキング現象のみにむすぴつけることは多くの

疑間がある．多くの方法，例えぱインデクスによる法，

偏西風帯のプロフイルによる法，構成図法，連続図法，

偏差図法，イソプレット法などいろいろあるが，はっき

り何日からこれこれのベースに入るとは中々予報できな

い．このような場合，短期予報（毎日の予報）の予報精

度を上げるには，すでに突入したベース期間の特ちょう

を毎日の気圧配置の推移から，いち早く察知して，以後の

予報の重要な足場とすることが大切である．南方循環と

北方循環の天気に及ぼす影響は，どちらがより大ききく

作用するかという問題は多くの議論があって，筆者にも

よくわからないが，1400Eにおけるsubtropical　ridge

の変動，高緯度，中緯度及び但緯度におけるtroughの

移動速度，極周辺の寒気の半球上における盗流経路，ブ

ロッキング現象などから，その変化のはげしさは南方循

環より，中緯度以北の北方循環の方が大きいのではない

かと思う．この中に形成される蛸型気圧配置はその本体

の位置によって特ちょある天気を本邦にもたらすのであ

る．

8．　あとがき

従来，10ng　waveの　tmghや　ridgeと天気，

short　waveのtroughやridgeと天気，cold　vortex

の状態と天気，Jetの推移と天気など，個々の要素を天

気と対応させて調査されたものが多く，又，この面での

有効な予報則が多く利用されているが，予報のむずかし

い場合は，多くの要素が加味され，その把握に苦労す

る．筆者はそのいくつかを綜合したモデルとしてここに

「蛸型」気圧配置を述べたのであるが，すでに本文でふ

れているようにこの「蛸型気圧配置」は，そのユーモラス

な呼称にか㌧わらず，むずかしい予報期間に現出する型

として，その成因，推移，解消など解明すべき多くの問

題を含んでいると・もに今後の検討に一つの足揚となる

のではないかと思う．本文中，10ng　wave　troughと

meantroughを混用しているような箇所があるが，実

は筆者には，この両者の厳密な使ひわけが判然としなか

った・めである．この問題も今後の蛸型気圧配置の解明

上，当然問題にされよう．

　おわりに資料の作成に多くの援助を与えてくれた杉浦

茂予報官に深く感謝の意を表します．
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